
 海外盲人交流 

 で新たな展開  

毎日ネパール奨学金事業 

 本年度から新規事業と

して、毎日新聞東京社会

事 業 団 の 支 援 を 受 け て

「ネパール視覚障害児奨

学金事業」（毎日ネパール

奨学金事業、年間事業費

100万円）を向こう５年

間、平成21年度まで実施

します。この事業は、貧困

のため就学の機会を得ら

れないネパールの視覚障

害児に対して奨学金を提

供することにより、学校

教育（第１～10学年）を受

けさせ、自立への道筋を

つ け る と 共 に、将 来 の

リーダー養成を図る事業

です。 

 本年度は視覚障害児47

人の１年間（休日をのぞ

き、実際は10カ月間）

の学費（主に教材費）

と生活費（食費、被服

費等）を賄うための奨

学金を、ネパール盲人

福祉協会（ＮＡＷＢ）

を通じて、これらの児

童が就学する統合教

育校（７校）に送金し

て実施します。 
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  ボランティアグループが大活躍 

夏

休

み 

インデックス： 

協会の決算・予算 ２ 

ＨＰをリニューアル ４ 

音コンに特別ゲスト ５ 

秋のグッズフェア開催 ６ 

会報第７号                   2005年10月1日発行 

    青い鳥 

 恒例となった「夏休み施設１日

公開」が今年も８月24日、協会３

階ホールをメーン会場に開かれ、

60人を超す来場者で盛り上がっ

た。 

 このイベントは、地域

の人たちや子供たちに一

般公開することで、もっ

と東京ヘレン・ケラー協

会の各施設を知ってもら

おうと、昨年、点字図書館

開館30周年を記念して始

めたもの。今年はヘレン・

ケラー学院も参加して学

院 生 や Ｏ Ｂ ら に よ る

「マ ッ サ ー ジ 無 料 体 験

コーナー」を新たに始め

たこともあって、朝からた

くさんの人たちが訪れた。 

 今年特に目立ったのは小学生

の姿だった。筑波大附属小２年の

子供たちをはじめ、大勢の子供た

ちが母親らと一緒に訪れ、点字の

仕組みや読み方、さらに書き方ま

で熱心に勉強。最後はきれいなリ

ボン付きのしおりに自分の名前

を点字で書いて持ち帰るなど、夏

休み最後のイベントをたっぷり

楽しんだ。 

 また新設したマッサージ無料

体験コーナーには20人が訪れ、学

院生らの丁寧なマッサージに心

も体も癒されていた。 

 点字出版所見学も人気の的。午

前と午後の２回、各10人を予定し

ていたが、希望者が多く、担当者

もうれしい悲鳴をあげていた。 

 今回、イベントを手伝ってくれ

たのが点字図書館で活動する「楽

点の会」「ヘキサ」「めてんの会」

「グループめめ」の点訳ボラン

ティア４グループで、企画から設

営まで大活躍。アイデア豊かな

人、レイアウトに素晴らしい腕前

を見せた人、先生さながらに丁寧

な指導ぶりを発揮した人など、そ

れぞれが持ち前のセンスでイベ

ントを盛り上げ、成功の立役者に

なってくれた。 

 今回の成功により、これからの

施設公開にも新たな展開が期待

できそうだ。 

   ボランティアの指導で点字の書き方に挑戦する子供たち 

発行人 藤元  節 

編 集 広報委員会 
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平 成 16 年 度 収 支 決 算 （単位：円） 

会 計 区 分 収  入  額 支 出 額 繰 越 額 

本 部 会 計 57,181,347 56,609,353 571,994 

施

設 

点 字 図 書 館 42,493,827 41,848,309 645,518 

点 字 出 版 所 318,074,902 320,623,243 △2,548,341 

特 
 

 
 

別 

ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ 養成事業 879,002 879,002 0 

ヘ レ ン ・ ケ ラ ー 学 院 56,412,263 56,364,960 47,303 

盲 人 用 具 セ ン タ ー 9,567,182 9,552,854 14,328 

海 外 盲 人 交 流 事 業 1,579,523 996,477 583,046 

  総 合 収 支 486,188,046 486,874,198 △686,152 

  ［ガイドヘルパー養成研修事業］ 

 東京都盲人福祉協会の全面協力を得て、第１回

の研修事業を11月20～28日の土日の４日間、実施

した。実技重視のカリキュラムを組み、受講料は

37,000円。定員を上回る応募があり、24人の受講

生全員が皆勤でガイドヘルパーの資格を得た。好

評のうちに終わり、次年度以降、本格実施の手掛か

りをつかむことができた。 

 

  ［ヘレン・ケラー学院］ 
 新入生は中卒課程７人、高卒課程９人で生徒総

数は54人（前年度は56人）。16年度は病気等によ

る欠席者が多く、11人の中途退学者を出した。 

 17年２月の第13回国家試験では, 現役10人が

あん摩マッサージ指圧師に合格（合格率83%)、８

人がはり師に合格（同67%)、きゅう師に９人が合

格（同75%)した。夏休みや放課後の補習等が功を

奏し、前年度の不振を挽回した。 

 

  ［点字図書館］ 
  東京都補助金が３年ぶりにアップしたほか、前

年度に続いて人件費の見直し、新規助成先の開拓

に努めた結果、ようやく収支健全化の見通しがつ

いた。図書製作・貸出は４年連続で前年度を上回っ

た。 

  開館30周年を記念して８月25日に初の「夏

休み施設１日公開」を実施し、１都３県から

約60人が参加した。もう一つの記念事業であ

る自館製作図書目録のデータ整備も完了し、

点字、テープ、デイジー版の３種類の実費提

供が可能となった。 

 

  ［点字出版所］ 
  点字図書は「演歌 '04」「ポップス '04」

「プロジェクトＸシリーズ」等12タイトルを

発行した。教科書関係は文部科学省著作小学

部用「算数」「社会」、自治体委託の「点字

広報」「声の広報」のほか民間委託の各種マ

ニュアル点字版・録音版を作成した。月刊誌

「点字ジャーナル」、月２回刊・生活情報点

字雑誌「ライト＆ライフ」を発行した。 

 

  ［盲人用具センター］ 
 前年に続き、盲学校、福祉専門学校からの

注文で、「感光器」、「点字練習帳」とも安

定した売れ行きを見せたほか、新商品の「プ

レクストーク」や「音声体組成計」が予想以

上の販売となった。 

 

  ［海外盲人交流事業］ 
 ネパールでの事業は本年度から側面的支

援にとどめることになったが、当協会からの

支援は点字版教科書発行に大半が使用され、

治安が不安な下でも、着実に実施された。 

  また、「障害分野ＮＧＯ連絡会」（ＪＡＮ

ＮＥＴ）に協会として再加入し、海外盲人交

流事業事務局の福山博事務局次長が幹事に

選出された。 

平 成 1 7 年 度 事 業 計 画 と 予 算 

平 成 17 年 度 収 支 予 算 （単位：千円） 

会 計 区 分 予 算 額 前 年 度 額 差 引 増 減 

本 部 会 計 2,070 55,780 △53,710 

施 
 

設 

点 字 図 書 館 40,539 41,672 △1,133 

点 字 出 版 所 218,500 316,800 △98,300 

 

特 
 

 
 

 

別 

ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ 養成事業 2,220 880 1,340 

ヘ レ ン ・ ケ ラ ー 学 院 51,221 56,413 △5,192 

盲 人 用 具 セ ン タ ー 7,500 9,300 △1,800 

海 外 盲 人 交 流 事 業 2,300 1,500 800 

  総 合 収 支 324,350 482,345 △157,995 

 協会としては前年度に試行したガイドヘ

ルパー養成研修事業を軌道に乗せること、

ヘレン・ケラー学院卒業生の進路開拓のた

めに実技向上並びに三療師派遣も視野に入

れた新規事業の準備を急ぐ。学院は個別指

導の強化をはじめ教育効果を高めるための

方策、点字図書館は「視覚障害者パソコン講

習会事業」の本格実施、点字出版所は新規取

引先の開拓と業務の効率化を重点目標とす

る。 
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 「この仕事に就いて、本当によ

かったと思います」。ヘレン・ケ

ラー学院３年課程を平成10年に

卒業した岩原克己さん（58歳）

は、母校を訪れて、ほほ笑んだ。 

  岩原さんは、南房・千葉県夷隅

町で治療院を開いている。人口

7800人の小さな町だが、訪れる

患者さんは１カ月に100人を超

えるという。「あそこの先生のお

かげで、長年の腰痛がラクに

な っ た と か、口コ

ミ で 患 者 さ ん が

患 者 さ ん を 送 り

込 ん で く れ る ん

です」。確かな腕と２期後輩の弘

子夫人のマネージメント。二人

三脚の成果である。 

 「42歳で失明したことは辛い

けれど、そのあとの人生の方が

生きているという実感が濃い」

と言い切る岩原さん。学院時代

は帰宅後、毎日５時間テープ学

習を続け、「一色賞」を手にした。

実技も通学の電車の支柱で親指

を鍛えるなど、努力を重ねて今

日がある。 

  窓 

 

自
ら
の
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を
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つ
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「
器
に
非
ざ
る
者
」
と
知

り
な
が
ら
、
こ
の
４
月
、
理

事
長
並
び
に
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
学
院
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
任
期
半
ば
の
堀
込

さ
ん
か
ら
「
後
は
頼
む
」
と

指
名
さ
れ
、
こ
の
歳
（

66

歳
）
に
な
っ
て
、
「
カ
シ
ラ

に
は
な
る
な
」
と
い
う
亡

父
の
言
い
つ
け
に
背
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

協
会
経
営
の
３
施
設
に

寄
せ
ら
れ
る
利
用
者
の
熱

い
期
待
、
使
命
感
に
燃
え

る
協
会
役
職
員
と
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
な
ど

を
考
え
、
自
分
は
非
力
で

も
協
会
の
前
進
は
可
能
と

判
断
し
ま
し
た
。 

 

半

年

過

ぎ

た

い

ま
、

や
っ
と
課
題
を
整
理
し
た

と
こ
ろ
で
す
。 

 

ヘ
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ケ
ラ
ー
学
院

は
、
視
覚
障
害
者
の
進
路

選

択

が

多

様

化

す

る

一

方
、
「
三
療
」
へ
の
晴
眼
者

の
進
出
が
進
む
厳
し
い
状

況
の
下
で
、
ど
う
し
て
特

色
あ
る
教
育
体
制
と
適
正

規
模
の
学
生
数
を
確
保
す

る
か
、
資
格
を
取
ら
せ
る

だ
け
で
な
く
、
本
当
に
自

立
で
き
る
だ
け
の
技
術
を

磨
く
場
を
ど
う
し
て
創
り

出
す
か
が
勝
負
で
す
。 

 

点
字
出
版
所
は
、
顧
客

の
新
規
開
拓
、
点
字
版
選
挙
公
報
づ

く
り
に
取
り
組
む
ス
タ
ン
ス
と
出

版
所
全
体
の
作
業
体
制
の
見
直
し

が
課
題
で
す
。
点
字
図
書
館
は
、
Ｉ

Ｔ
関
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は
じ
め
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
新
規
事
業
の
展
開
を

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
共
通
し
て
言
え
る
の
は
「
現
状
維

持
」
か
ら
の
脱
却
で
す
。
縦
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り
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事
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だ
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な
っ

て
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ま
せ
ん
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、
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ろ
げ
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が

ら
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姿
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え
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き
た
よ
う
な
気
が

い
た
し
ま
す
。
私
の
使
命
は
、
協
会

前
進
の
道
筋
を
付
け
て
後
継
者
に

託
す
こ
と
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
来

年
６
月

11
日
の
任
期
ま
で
、「
待
っ

た
な
し
」
で
す
。
ご
指
導
、
ご
協
力

の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 ヘレン・ケラー学院同窓会（会員

1500人）の平成17年度総会は、６

月 26 日 午 前 11 時 か ら 学 院 ３ 階

ホールで開かれた。 

 参加者は約60人。三浦真人さん

（平成14年あはき科卒）が司会、長

谷川清副会長（平成９年あはき科

卒）が「この日を一番喜んでおられ

るのは、ご存命なら125歳になられ

るヘレン・ケラー先生ではないか

と思う。ご出席の皆さん、どうか１

日を有意義に」と開会の言葉を述

べた。活動報告、会計報告とともに

新 し い 索 引

付 き の 会 員

名 簿 が 披 露

された。 

 役 員 改 選

では、愛宕洋

志（おたぎ・

ひろし）さん

（昭和61年あはき科卒）が２期４

年会長を務めた同期の玉住博さん

の推薦で、会長に選ばれた。副会長

は高山米子さん（昭和60年はき科

卒）と長谷川清さんが３選された。

愛宕新会長は「同級生に裏切られ

て貧乏くじを引かされてしまいま

したが、今まで以上に皆さんの力

をお借りして、２年間やってみた

いので、よろしくお願いします」と

ユーモラスにあいさつした。 

 このあと２時間にわたって懇親

会。元点字講師の佐藤実さんが

久々に姿を見せるなど、懐かしい

顔もあり、学院時代の思い出や近

況をなごやかに語り合った。 

 新会長に愛宕洋志さん 

  学院同窓会総会開く 







「サポートグッズフェア２００５秋」 

   初の試みは大盛況！ 
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視覚障害者のための福祉機器や

用具を一堂に集めた「サポート

グッズフェア2005秋」（点

字図書館主催）が９月16

日、協会３階ホールで開か

れた。 
 このフェアは日頃触れる

機会の少ない福祉機器類を

製作・販売している企業に

集まってもらい、機器・用

具を展示、視覚障害者に紹

介するもので、初の試み。  

 出展したのはシナノケン

シ株式会社、株式会社アメ

ディア、株式会社大活字、ＫＧＳ

株式会社、株式会社メルコム、株

式会社ＮＴＴドコモの６社と協会

の盲人用具センター。各社が持ち

寄った話題の製品やこの秋新発売

の機器、あるいは意外なアイデア

商品など、視覚障害者に役立つ

グッズがずらりと並んだ。  

 ヘレン・ケラー学院の放課後に

合わせて午後３時からオープンし

たフェアは、たちまち大勢の人た

ちが集まり、製品を手に取った

り、担当者に説明を求めたりと大

にぎわい＝写真。即売で商品を求

める人や高額機器の見積もりを依

頼する人もいて、さわやかな秋風

が吹いたこの日、会場内には熱気

があふれた。  

社会福祉法人 

東京ヘレン・ケラー協会 
〒169-0072 

 東京都新宿区大久保３－１４－２０ 

本部、ヘレン・ケラー学院 
電話 ０３（３２００）０５２５ 

ＦＡＸ０３（３２００）０６０８ 

点字図書館 
電話 ０３（３２００）０９８７ 

ＦＡＸ０３（３２００）０９８２ 

点字出版所、盲人用具センター、 

海外盲人交流事業事務局 
 東京都新宿区大久保３－１４－４ 

電話 ０３（３２００）１３１０ 

ＦＡＸ０３（３２００）２５８２ 

“視覚障害者と共に” 

 ホームページもご覧ください。 

   http://www.thka.jp 
 

 これまでは、９月１日

からの防災週間に実施

してきた消防訓練を今

年は台風などの影響に

より、９月15日に実施し

た。参加者は協会職員全

員と学院生徒全員の合

計約100人。避難訓練と

消火訓練に加えて、今回

は１１９番の通報訓練

も行うことで、消防法上

の３種別の訓練を行った。 

 避難は火災警報のサイレン後２

分で完了。訓練用の消火器を使っ

ての消火訓練には、学院１年生な

どが積極的に参加した。消火器の

取り扱いをはじめ、新宿消防署戸

塚出張所員との活発な質疑応答も

交わされて、防災意識の向上に寄

与。最後に、新館３階点字出版所の

消火栓ホ－スを、実際に地上中庭

まで下ろして、明治通りに向けて

放水をテストした。この放水訓練

は、消防署員の手を借りずに、すべ

て協会職員の手で行った。 

 消防訓練は、毎年工夫を重ね、中

身のあるものになってきている。 
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 協会の新事業と

して昨年11月に第

１回を試行した視

覚障害者移動介護

従業者（ガイドヘ

ルパー）養成研修

は、２年目に入

り、まず７月23～
31日の土日の４日

間、第２回研修を実施した。前年

のカリキュラムを基に講義と実技

演習の計23時間、受講料37,000円
で募集したところ、20人の定員

は、またたく間に埋まった。暑い

さなかの研修となったが、全員無

事、ガイドヘルパーの資格を手に

することができた。 

  研修は①相手の方の症状、誘導

していく場所によって、ガイドの

方法が異なり、すべてが教科書通

りではないこと②利用者とのコ

ミュニケーションが大切であるこ

との２点を理解してもらうことが

ポイント。協会が掲げる「プロに

ふさわしいガイド

ヘルパーの養成」

の出発点だ。 

 今回も講師陣は

第一級のベテラン

にお願いした。研

修終了後の受講生

のアンケートでは

「内容が濃く、と

ても勉強になった」「ヘルパー２

級の有資格者なので、介護の講義

は不要かと思ったが、受講して視

界が広がった」など賛辞が寄せら

れた。ちなみに、今回は７割が介

護などの受講を義務付けられてい

ない有資格者だった。 

 10月22～30日の土日に、第３回

の開講を予定しているが、早々と

ほぼ満席の状態。昨年、生徒が受

講した専門学校から団体受講の申

し込みがあったことも、大きく寄

与している。 

 第４回は、来年３月３～11日の

土日４日間を予定している。 

  

 ２年目を迎えた 

  ガイドヘルパー 

  養成研修事業 
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